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井田 洋子
［学術・研究活動］

＜学会発表＞
・Le système impérial et l'article９ de la Constitution japonaise de１９４６天皇制と１９４６年日本国憲
法第９条（単独発表），１３éme séminaire franco-japonais de Droit Public 第１３回日仏公法セミ
ナー，２０１９年９月１３日，Université de Reimsランス大学（フランスのランス市）
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・九州法学会 理事
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県行政不服審査会 会長 令和４年７月まで
・長崎県コンプライアンス委員会 委員 令和３年７月まで
・長崎弁護士会 綱紀委員会 委員 令和４年３月まで

井畑 陽平
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・不公正な取引方法における「不公正」の検討
・「競争の実質的制限」の内容に係る検討
＜論文＞
・「『取引型』の二面プラットフォームによる垂直的な制限とシャーマン反トラスト法１条」（単）『公正
取引』８２１号（公財 公正取引協会），２０１９年４月
＜判例研究＞
・「日産自動車に対する景表法上の課徴金納付命令が取り消された事例」（単）『新・判例解説 Watch』
２５号（日本評論社），２０１９年１０月
＜科研費（採択のみ）＞
・「『取引の公正』概念の基盤構築：ビッグデータの取扱いをめぐる競争的規制の比較法研究」基盤研究
（C）（研究代表者），２０１７年度から２０１９年度まで
・「プラットフォームとイノベーションをめぐる新たな競争政策の構築」基盤研究（A）（研究分担者），２０１７
年度から２０２２年度まで（２０１８年度より参加）
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
（国）
・独占禁止政策協力委員，委員，２０２０年３月２１日から２０２２年３月２０日まで（予）
（市町村）
・長崎市政治倫理審査会，委員，２０１９年２月２５日から２０２１年２月２４日まで
＜報告書（国，県，市町村，企業等からの依頼による）＞
・『FTCによるプライバシー保護規制の展開』（単），競争政策研究センター（CPRC），２０２０年５月公開
予定

長崎大学経済学部
学術・研究活動及び学外活動報告

令和元年度
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＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・公正取引委員会競争政策センター（CPRC）国際シンポジウム，参加する外国研究者作成資料の翻訳と
シンポ当日の通訳，２０１９年１２月２１日，神戸大学六甲台大講堂
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「独禁法違反となる不公正な取引方法の概略とエンフォースメント」福岡独禁法研究会（福岡経済同友
会内）２０１９年６月１４日，天神スカイホール
・「独禁法違反となる不公正な取引方法－優越的地位の濫用規制」福岡独禁法研究会（福岡経済同友会
内）２０１９年１０月１８日，エルガーラホール

大角 道子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・契約理論，情報の経済学，保険
＜論文＞
・“Monopoly, Heterogeneous Beliefs and Imperfect Information: The Insurance Market,”Asia-Pa-
cific Journal of Risk and Insurance, Vol.１４, No.１, pp.１-１０,２０２０.１.（単）
＜ワーキング・ペーパー＞
・“The Role of Information Design in Facilitating Trust and Trustworthiness,”joint with S.
Chiba, SSRN working paper, Abstract id=３５２９１５０,２０２０.３.（共）
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・損害保険研究費助成制度 （損害保険総合研究所），研究代表者，「人々の認識する損害確率とその損害
保険需要に与える影響」，２０１９年１１月～２０２０年１０月
・トラスト未来フォーラム研究助成，研究代表者，「情報化社会における信頼関係の育成とその文化的継
承: 情報デザインゲームによる理論的分析」，２０１９年１０月～２０２０年１２月，千葉早織（京都大学）との共同
研究
＜学会発表＞
・“The Role of Information Design in Facilitating Trust and Trustworthiness”（共）
１．East Asian Contract Theory Conference, Kanto Gakuin U.,２０１９.１２;
２．Lisbon Meetings in Game Theory and Applications, U. of Lisbon,２０１９.１１
３．産業組織・競争政策研究会, 大分大学, 大分,２０２０.２.
・“The Incentive Effect of Coarse and Refined Reporting: Theory and Experiment”（共）
１．Experimental Social Science Conference, Meiji Gakuin U.,２０１９.１１;
２．Economic Science Association（ESA）European Meeting, Dijon,２０１９.９
・“Insurance Demand Anomalies: An Interpretation from Rank Dependent Expected Utility The-
ory”（共）
１．European Group of Risk and Insurance Economists（EGRIE）, Rome,２０１９.９;
２．Insurance: Mathematics and Economics（IME）International Congress, Munich,２０１９.７
３．長崎大学経済学部ファカルティセミナー,２０１９.７
・“Coarse Grades, Informativeness, and Incentives to Exert Effort,”（単）
１．European Association for Research in Industrial Economics（EARIE）, Barcelona,２０１９.９
・“Monopoly, Heterogeneous Beliefs and Imperfect Information: The Insurance Market,”
１．日本保険学会九州部会, 福岡大学, 福岡,２０１９.１１（招待あり）;
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岡田 裕正
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・概念フレームワークにおける損益計算構造の研究
＜研究ノート＞
・「IFRS概念フレームワークに関する研究ノート」（単），『経営と経済』第９９巻第１・２・３・４号，令和
２年２月
＜辞書および総説（学外の新聞，雑誌，学内報における解説，レポート，エッセイ等）＞
・｢小林儀秀訳『馬耳蘇氏記簿法』について｣（単），『瓊林』第１３４号（長崎大学経済学部同窓会瓊林会），
令和元年６月
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『会計理論学会年報』，編集委員長，２０１９年１２月～２０２２年１０月
＜学会などにおける委員としての活動＞
・会計理論学会，理事，２０１９年１２月～２０２２年１０月
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎地方労働審議会会長
・長崎市立病院機構評価委員会委員長
・（仮称）長崎市三重学校給食センター整備運営事業受注者選定審査会委員

小野 哲
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・DXが及ぼす管理会計への影響

工藤 健
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・低インフレ・政府債務蓄積下の金融・財政政策ルール
＜論文＞
・“Fiscal Consolidation and Sustainability of Japan's Public Debt after the Global Financial Cri-
sis,”『経営と経済』第９９巻第１・２・３・４号，２０２０年２月。
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『成人講座「茶の間の経済学」』，「貿易黒字・赤字の経済学再考」，２０１９年１０月１２日，長崎市北公民館。

式見 雅代
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・金融政策と企業金融
＜論文＞
・Shikimi, M. ２０１９．“Bank Relationships and Corporate Cash Holdings.”Pacific Basin Finance
Journal５７. https://doi.org/１０.１０１６/j.pacfin.２０１９.１０１１８５,（単）．
・Shikimi, M.２０２０．“Bank Loan Supply Shocks and Leverage Adjustment.”Economic Modelling
８７:４４７‒６０. https://doi.org/１０.１０１６/j.econmod.２０１９.１１.０２０,（単）．
・Shikimi, Masayo, and Kazuo Yamada.２０１９．“Trade and Financial Channels as the Transmis-
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sion Mechanism of the Financial Crisis.”International Review of Economics and Finance. https:
//doi.org/１０.１０１６/j.iref.２０１９.０４.００８,（共）．
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・ゆうちょ財団研究助成「低金利政策下における銀行のリスクテイク行動と企業活動，地域格差について
の実証分析」（単），２０１９年９月～２０２０年７月。
＜学会発表＞
・Shikimi, M.“Bank Concentration and Misallocation of Credit: Evidence from Firm Entry and
Exit”,（単），The１５th international conference on Asian Financial Markets and Economic Devel-
opment, November３０－December１,２０１９, Beijing, China.

宍倉 学
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・情報通信及びメディア産業の経済分析
＜論文＞
・「不確実性と需要者行動について－スポーツ経済学における分析視点と手法の変遷－」（共）『甲南経済
学論集』第６０巻第３・４号 ２０２０年３月
＜科研費（採択のみ）＞
・科研費（代表）「コンテンツ流通構造の変化と消費者選択への影響に関する研究」，２０１７年４月～２０２０年
３月
・科研費（分担）「メディアの情報伝達バイアスと競争政策の在り方に関する研究」，２０１９年４月～２０２２年
３月
＜学術研究講演（大学，学会，研究機関等）＞
・「広告は過剰なのか，過小なのか？－ 広告への抵抗感が広告量に与える影響に関する分析－」（共）関
西大学ソシオネットワーク戦略研究機構（RISS）ワークショップ，２０１９年２月２８日，関西大学
・「ネット中立性規制への経済学からのアプローチ－二面市場モデルの観点から－」（単）GLOCOM「日
本のネット中立性」分科会 ２０１９年３月２３日，国際大学グローバル・コミュニケーション・センター
ホールAB
＜学会発表＞
・「メディア利用におけるシャドウコストの推計－広告への不効用と過剰広告の可能性－」（共）２０１９年
度春季（第４０回）情報通信学会大会，２０１９年６月３０日，白鳳大学
・“Estimation of Shadow Cost of Media Usage－Disutility from Advertising and Possibility of
Excess Advertising－”The１５th ITS Asia‐Pacific Conference（ ITS Bangkok），２０１９年１０月２８日，
（Joint Paper with Kasuga, N.and A. Nakamura）
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・「情報通信学会誌」編集委員
・「情報通信政策研究」編集委員
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本経済政策学会西日本部会理事
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・総務省情報通信政策研究所客員研究官
・長崎ケーブルメディア番組審議委員
・長崎市行政改革審議会委員 座長
・長崎市清掃審議会委員
・長崎市市民生活プラザ指定管理者候補者選定審査会 座長
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・長崎上下水道事業審議会委員
・長崎県信用保証協会常勤理事候補者選考委員会委員
＜公開講座・市民講座＞
・「経済学から見た税と社会保障の在り方－日本の改革動向を踏まえ－」ながさき県民大学連携講座（茶
の間の経済学），２０１９年１０月５日，長崎市北公民館

島田 章
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・国際労働移動
＜論文＞
・“Should the Government Promote Global Education?”（単著）. European Research Studies
Journal, vol.２２, no.２, pp.３２３-３４１, June２０１９.
・“The Education Policy Challenge to the Brain Drain Problem.”（単著）. International Journal
of Education Economics and Development, vol.１０, no.４, pp.３３５-３５５, July２０１９.
・“The Transferability of Human Capital, the Brain Drain and the Brain Gain.” （単著）. A.
S. Chakrabarti, L. Pichl and T. Kaizoji 編集, Network Theory and Agent-Based Modeling in
Economics and Finance, Singapore: Springer（Springer Nature Singapore Pte Ltd.）, pp. ２４７-
２６３, 所収. October２０１９.
＜学会発表＞
・“Can a Host Country Increase Human Capital by Accepting Study Migrants?”（単独）. The
３３rd Annual Conference of the European Society for Population Economics, Apex City of Bath
Hotel, Bath, UK,２０１９年６月２２日.
・“Can a Host Country Increase Human Capital by Accepting Study Migrants?”（単独）. The
２０１９ Econometric Society Australasian Meeting, Perth Convention and Exhibition Centre,
Perth, Australia,２０１９年７月２日.
・“Can a Host Country Increase Human Capital by Accepting Study Migrants?”（単独）. The
１８th International Conference of the Japan Economic Policy Association, 中央大学,２０１９年１１月１６
日.
＜科研費（採択のみ）＞
・「国際労働移動と児童労働からの接近による途上国の貧困問題解消に関する理論研究」基盤研究（C）
（単独）, 平成２７年度から平成３１年度まで.

徐 陽
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・公正価値会計，FMCA会計
＜論文＞
・「価値理論の視点から見た公正価値概念を考察する」（共著），長崎大学経済学会『経営と経済』Vol.９９
No.１.２.３.４第２９３号，２０２０年２月。
・「Comparative Analysis of Cross-border M&A between China and Japan」（共著），長崎大学経
済学会『経営と経済』Vol.９９No.１.２.３.４第２９３号，２０２０年２月。
＜外部競争的資金（採択のみ）＞
・公益財団法人メルコ学術振興財団助成金「MFCA有効性の認識による最適な環境経営モデルへの探索」
（共），２０１８年１２月～２０１９年１１月。
＜学術研究交流（学部が受け入れを認めた民間との共同研究を含む）＞
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・「公正価値概念に関する一考察」，共同研究，広東外語外貿大学会計学院王琳。
＜学会発表＞
・「Which type of enterprise in China is more suitable for MFCA?」（共），２０１９ International Con-
ference on Critical Issues Facing Emerging Markets（CIFAEM），２０１９.１０.１９，College of Manage-
ment, National Dong Hwa University Hualien, Taiwan.
・「マテリアルフローコスト会計の限界に関する探索」（共）日本会計研究学会第１０３回九州部会，２０１９年
３月２３日，福岡大学。
・「Comparison of MFCA research trends in Japan and China」（共），The１５th International Con-
ference on Asian Financial Markets and Economic Development: Financial Issues on Asian
Countries and Markets，２０１９年１２月１日，Beijing Yulong International Hotel.
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本会計研究学会九州部会，幹事。
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県出資団体点検評価委員会，委員，２０１９年３月１５日～２０２２年３月１４日。
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・The１５th International Conference on Asian Financial Market and Economic Development，事
務局，２０１９年１１月３０日~１２月１日，Beijing Yulong International Hotel.

白水 桂子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・発話における引用マーカーについて

須齋 正幸
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・国際金融市場のミクロ構造分析
＜論文＞
・Susai, M. and H.Y.K. Wong,“Bank of Japan and ETF Market,”in: Stenfors, A and J. Topor-
owski eds., Unconventional Monetary Policy and Financial Stability: The Case of Japan,
Blackwell, UK, forthcoming,２０２０.
・Stenfors, A., M. Susai, “Spoofing and Pinging in Foreign Exchange Markets,”Journal of In-
ternational Financial Markets, Institutions and Money, forthcoming,２０２０.
＜科研費（採択のみ）＞
・「Research on the Impact of Biological Factors and Biases in Investment Behavior」基盤研究
（B），（共），２０１８－２０２１。
＜学術研究講演（大学，学会，研究機関等）＞
・「Financial Market and Monetary Policy（招待講演）」，ブルガリア共和国国立ソフィア総合経済大
学，２０１９年１２月１３日，ブルガリア共和国国立ソフィア総合経済大学。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・日本学術振興会 特別研究員等審査会 専門委員
・文部科学省・日本学生支援機構 官民協同留学事業（「トビタテ留学JAPAN」）専門審査委員会 主査
・日本学生支援機構 海外留学支援制度審査会 委員
・長崎県 行財政改革懇話会 会長
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・長崎県 長崎コンシェルジュ認定委員会 委員
・長崎市 消費者苦情処理委員会 委員
＜報告書＞
・長崎県 「長崎県統計データ利用活用事業報告書」
・長崎市 「『新産業の種』調査報告書」
＜その他＞
・国立大学法人 滋賀大学 監事
・株式会社 出島リサーチ＆コンサルツ 代表取締役社長

高橋 史早
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・消費行動（顧客価値，口コミなど）
＜ワーキング・ペーパー＞
・「The development and validation of a customer value scale」（共），『DISCUSSION PAPER SE-
RIES』２０１９年１２月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「小売サービスにおける顧客価値に関する実証研究」（単），２０１９年度～２０２３年度。
＜学会発表＞
・「Development of a multi-dimensional customer value scale」（共），『ANZMAC ２０１９』２０１９年１１
月４日，ヴィクトリア大学（ニュージーランド）。
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『茶の間の経済学』，「マーケティングからみる消費者心理―自身の買い物を学問的に捉える視点とは
―」，２０１９年５月１８日，長崎市立北公民館。

田村 英好
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・所得税法
＜研究ノート＞
・「ふるさと納税制度に関する一考察」（単），『長崎大学経済学部研究年報』第３５巻，２０１９年６月
［学外活動］

＜公開講座・市民講座＞
・『令和元年度 長崎市北公民館 秋の講座 茶の間の経済学』，「税の今とこれから」，２０１９年１０月１９日
（土），長崎市北公民館

千野 厚
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・従業員の高齢化が企業価値に与える影響

張 笑男
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・会社法における取締役の責任軽減制度に関する再検討
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＜論文＞
・「中国会社法における取締役の忠実義務に関する比較法的考察－日本法及び米国法との比較を通して」
（単）『私法』８１号２０１９年８月
＜判例研究＞
・「社外監査役の任務懈怠責任と責任限定契約」（単）『旬刊商事法務』２２０４号２０１９年７月
・「株主総会の不開催が常態化していた閉鎖会社において，全株主の同意があるとして取締役の報酬請求
権が肯定された事例」（単）『私法判例リマークス』５９号（下）２０１９年７月
＜科研費（採択のみ）＞
・「会社法における取締役の責任軽減制度に関する再検討」（単）２０１７年４月～２０２０年３月
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県弁護士会綱紀委員会，予備委員，２０１８年４月１日～２０２０年３月３１日

津留崎 和義
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・動的計画法
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本オペレーションズ・リサーチ学会，九州支部，監事
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市住宅政策協議会，会長

中西 善信
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・正統性，説明責任，組織学習，実践コミュニティ
＜著書＞
・『Mechanisms of Cross-Boundary Learning: Communities of Practice and Job Crafting』（共），
Cambridge Scholars Publishing，２０１９年１１月．
＜論文＞
・「落札率と応札者数に影響する要因：１者応札批判の「前提」の統計的検証」（単），『経営と経済』第
９９巻１・２・３・４号，２０２０年２月。
・「プロジェクト学習ゼミの効果：大学での学びをいかに社会で活かしているか」（単），『経営と経済』
第９９巻１・２・３・４号，２０２０年２月。
＜科研費（採択のみ）＞
・「説明責任を通じた正統性獲得行動の罠：現代における「鉄の檻」の解明」（単），平成３１～令和４年度。
＜学会発表＞
・「プロジェクト型学習ゼミを通じた経験学習：大学での学びをいかに社会で活かしているか」（単），経
営行動科学学会 第２２回大会，２０１９年１１月１７日，立命館大学。
・「Process and outcomes of project-based learning: How students learn from interactions with
others」（単），１９th International Conference on Education, Teaching & Learning，２０２０年２月１４
日，Bangkok, Thailand．
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・経営行動科学学会，理事・経営組織部会長，２０１８年４月～２０２０年３月。
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＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・International Civil Aviation Organization（ICAO）, Instrument Flight Procedure Panel, Advisor,
２００１年１１月～．
・国土交通省航空局 未来の航空交通システムに関する長期ビジョン（CARATS）PBNワーキンググルー
プ 委員，同 高規格RNAV検討サブグループ 委員，同 小型機用RNAV検討サブグループ 委
員，２０１５年４月～。
・国土交通省航空局 飛行方式設定基準に係る改正検討会議 委員，２０１６年９月～。

成田 真樹子
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・スペインの対内，対外直接投資の要因とその効果
＜論文＞
・“Spanish Regions After the Euro Crisis: What are the Determinants of Business Location in
Spain?”（単）in M. Gant ed. Revisiting Centres and Peripheries in Iberian Studies: Culture,
History and Socio-economic Change, Cambridge Scholars Publising, Chapter２０, pp.３３６-３５３, Oc-
tober２０１９.
＜学会発表＞
・“Foreign Direct Investment after the Great Recession: Chance or Risk for Spain?”（単），Asso-
ciation for Contemporary Iberian Studies４１st Annual Conference，September ４th,２０１９，Uni-
versity of Lisbon, Portugal.
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市入札監視委員会委員
・長崎市国民健康保険運営協議会委員
・長崎県建築審査会委員
・長崎県開発審査会委員
・長崎県土地利用審査会委員
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・Erasmus＋Programme,“Merging Voice project,”at University of Algarve, June ３rd-７th, ２０１９,
Faro, Portugal.

西村 宣彦
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・地域創生におけるコレクティブインパクトに関する研究
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県公益認定等審議会，委員長，～２０２５年３月
・長崎県サービス産業生産性向上協議会，委員長，～２０２３年３月
・長崎市総合計画審議会，会長，～２０２５年３月
・長崎市地域コミュニティー推進審議会，委員長，～２０２３年３月
・長崎市住民投票条例審議会，委員長，～２０２０年３月
・長崎市野母崎炭酸温泉Alega軍艦島移譲先選定審査会，会長，～２０２１年３月
・長崎市宿泊税検討委員会，委員長，～２０２１年３月
・雲仙市小浜中心市街地活性化検討委員会，委員，～２０２０年３月
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林 徹
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・組織の重心
・アニマル・セラピーの職場等での適用
・標準管理規約「コミュニティ条項」削除をめぐる論争に対する資本回収からの解釈
＜論文＞
・「離脱，発言，および組織の重心：１９２０年前後におけるGM社の一考察」（単），経営学史学会編第２６輯
『経営学の未来：経営学史研究の現代的意義を問う』文眞堂，２０１９年５月，１１４-１２４頁，論攷１１｡
・「『ブラッドレーのせいきゅう書』再考」（単），『長崎大学経済学部研究年報』，第３５巻，２０１９年６月，１
-１５頁。
・「経営の成否をめぐる２つの尺度」（単），『経営と経済』，第９９巻第１・２・３・４号，２０２０年２月，１-２３
頁。
＜学会発表＞
・「戦略と時間的展望」（単），日本情報経営学会全国大会，２０１９年６月８日，静岡大学浜松キャンパス。
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・厚生労働省，長崎地方最低賃金審議会，公益代表委員，２０１９年４月-２０２１年３月。
・一般財団法人クリーンながさき，理事（設立時より重任）。
＜公開講座・市民講座＞
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年６月２５日，長崎県立猶興館高等
学校。
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年７月９日，長崎県立対馬高等学
校。
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年８月２１日，長崎県立口加高等学
校。
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年９月１０日，長崎県立長崎南高等
学校。
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年９月１９日，長崎県立上対馬高等
学校。
・『クラスラボ（出前講義）』，「MONOPOLY（ゲーム）に学ぶ」，２０１９年１０月２５日, 聖母の騎士高等学校。

林川 万理水
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・How to strengthen resilience againt business stress?
＜論文＞
・Marina Hayashikawa,“Design Effect of Business Documents for Healthy Offices: An Experi-
ment on the Relation between Color and Stress”, Proceeding of TISSS ２０１９, Honolulu, USA,
Aug２０１９.
＜学術研究講演＞
・Marina Hayashikawa, “Healthcare Management for Dynamic Business”, Erusms Plus Merging
Voice Program, University of Algarve, Faro, Portugal,３１st May２０１９.
＜学会発表＞
・Marina Hayashikawa（単）,“Color Sensation for Business Stress Tolerance: A Comparative
Analysis between Portugal and Japan”, IACSS２０１９, Prague, Czech Repiblic,２７th Jul２０１９.
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・Marina Hayashikawa（単）, “Design Effect of Business Documents for Healthy Offices: An Ex-
periment on the Relation between Color and Stress”, TISSS ２０１９, Honolulu, USA, ８th Aug
２０１９.
・Marina Hayashikawa（単）, “Healing Art Design for Awaking Resilience: A Fusion of Mandala
Coloring Therapy and Ajikan Meditation”, ４０th Annual Conference of CATA, Calgary, Canada,
２７th Oct２０１９.
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・The International Institute for Academic Development（IIACD）（Czech Republic）, a scientific
member, from Apr２０１９-
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・都市再生整備計画事業評価委員（長崎市役所）（委員）２０１７年１２月-現在
＜国際交流への貢献（各種イベント等での貢献）＞
・“What is the role of regional university? -Portuguse and Japanese cases”, Disscusstant, Uni-
versity of Algarve（an event produced by Merging Voice Program）, Faro, Portugal, ２９th May
２０１９.

深浦 厚之
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・市場交換過程における貨幣の交換媒体機能と情報伝達機能の考察
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『九州経済学会年報』，編集委員，２０１６年４月から
＜学会などにおける委員としての活動＞
・九州経済学会，理事，２０１４年４月から
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎市公務災害補償等審査会，委員，２０１８年４月～
・長崎市職員分限懲戒審査会，委員，２０１７年４月～
・長崎県信用保証協会外部評価委員会，会長，２０１６年４月
・長崎県地域ジョブ・カード運営本部，本部長，２０１４年４月～
・独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構運営委員会，会長，２０１４年４月～
・長崎地方最低賃金審議会公益委員，公益委員，２０１１年４月～
・長崎労働局地域共同就職支援事業企画審査委員，委員，２０１４年４月～

福澤 勝彦
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・労働市場の変容，経済学と労働法学の関係
＜科研費（採択のみ）＞
・「人的資源量推定モデル開発に関する経済学・経営学的研究」（共）分担，２０１８－２０２１
・「地域の中核的人材育成プロセスのDEAによる効率性評価」（共）分担，２０１６－２０２０
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本応用経済学会，理事，プログラム委員会委員，継続中
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
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・長崎県労働委員会，公益委員・会長代理，継続中
・長崎労働局公益調達監視委員会，委員，継続中

藤井 暢人
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・従業員の創造性のマネジメント
＜論文＞
・「The relationship between organizational constraints and the process of creativity: A case
study on Japanese marketing company」（単），『Asia Pacific Business and Economic Perspec-
tives』８巻１号，２０１９。
＜科研費（採択のみ）＞
・「組織的制約が従業員の創造性に与える影響の研究」（単），２０１９年４月～２０２２年３月。
＜学会発表＞
・「心理的安全と創造性のメカニズムに関する研究」（共），２０１９年度組織学会研究発表大会，２０１９年６月
２日，駒澤大学。
・「An investigation of the structural effects on the relationship between empowering leadership
and employee creativity」（共），International Conference on Business, Economics and Informa-
tion Technology２０２０ Sydney，２０２０年３月１７日，オンライン。
＜公開講座・市民講座＞
・『ながさき県民大学連携講座』，「企業における創造性のマネジメント：優れたアイデアはいかにして生
み出されるのか」，２０１９年５月２５日，長崎市北公民館。

藤田 泰昌
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・貿易をめぐる政治，兵器規制の政治，諸政策に対する意識調査，比較方法論
＜論文＞
・「対人地雷・クラスター爆弾禁止条約の非原加盟国に対する影響の考察―人道規範は軍事安全保障の論
理を越えたのか―」（共），『平和研究』第５３号，２０１９年１２月。
・“Institutional Design and Conjunctural Causations: Causal Conditions for Adoption of a Dis-
pute Settlement Mechanism in International Institutions.”（単），『経営と経済』第９９巻，２０２０年２
月。
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『行動計量学』，編集委員，２０１５年６月～。
・『データ分析の理論と応用』，編集委員，２０１８年４月～。
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本行動計量学会，広報委員会，副委員長（会報担当），２０１８年６月～。
・East Asian Sociological Association, Executive Committee, Member,２０１７年１０月～.

藤田 渉
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・貿易構造の変化と国内産業構造の分析，分散型生産システムによる生産財・消費財間の異時点間貿易現
象の研究，エネルギー経済学
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［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・長崎県職業能力開発審議会委員，平成３０年１１月～令和２年１０月。
・新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）ピアレビュア，平成３０年６月～令和２年３月。
・新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）技術委員，平成３０年６月～令和２年３月。
・第４回ビジネスアイデアコンテスト審査委員長，令和元年１２月２０日。
＜公開講座・市民講座＞
・『一日若駒大学』「大学の経済学部で学ぶこと」，令和元年１０月１７日，熊本県玉名高等学校。

松木 佑介
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・オークションの実証研究，銀行業界の産業組織論的研究など
＜学会発表＞
・“Welfare analysis of bank merger with financial instability”（共），第十三回地域金融コンファラ
ンス，２０１９年８月２９日，長野県立大学。
・“Estimation of first-price auctions with local linear estimators”（共），２０１９年度日本経済学会秋
季大会，２０１９年１０月１２日，神戸大学（台風により中止）。
・“Welfare analysis of bank merger with financial instability”（共），２０１９ Asia-Pacific Industrial
Organization Conference, December１３,２０１９, Hitotsubashi University.

丸山 真純
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・異文化コミュニケーション（教育）
・リンガ・フランカとしての英語
・英語教育（とくに，リーディング）
＜科研費（採択のみ）＞
・「３ラウンドの理論に基づく教材開発と評価システムの構築」（共），３年（基盤C）。
・「高等学校におけるESDと大学における異文化コミュニケーション教育の接続と開発」（共），３年（基
盤C）。
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『九州コミュニケーション研究』，編集委員，２年。
＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本コミュニケーション学会，監事，２年。

丸山 幸宏
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・意思決定論
＜論文＞
・“The measurement of productive performance with consideration for allocative efficiency”
（共），Omega.International Journal of Management Science８９:２１-３９.
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南森 茂太
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・明治初期における受益者負担の経済思想
＜論文＞
・「「政體書」体制時代における神田孝平の地方制度論」（単著），『經營と經濟』第９９巻１-４号，２０２０年
２月２５日。
＜科研費（採択のみ）＞
・「三田往還整備事業にみる神田孝平県令時代の兵庫県住民による受益者負担の思想の受容」（単），若手
研究，２０１８年度～２０２１年度。
＜学会発表＞
・「明治初年における神田孝平の地方制度論 ―「神田孝平建言」（『岩倉具視関係文書：岩倉公旧蹟保存
会対岳文庫所蔵』所収）の検討－」（単独），社会経済史学会第８８回全国大会，２０１９年５月１９日，青山学
院大学。
・「明治初期の勅任官と奏任官の長崎での修学について」，（共通論題「日本の近代化と長崎における教
育」），日本経済思想史学会第３０回全国大会，２０１９年６月１５日，長崎大学。
［学外活動］

＜学会などにおける委員としての活動＞
・日本経済思想史学会，幹事，２０１８年６月～
・経済学史学会，企画交流委員（Jshet管理），２０１９年６月～

村山 洋介
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・担保法（非典型担保契約）
＜その他＞
・「懲戒処分手続きにおける退学制限について」長崎大学経済学部ディスカッションペーパーNo.２０１９-０２
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・対馬市入札監視委員会委員（令和元年９月１日～令和３年８月３１日）
・長崎市公務災害補償等審査会委員（令和２年２月２２日～）

森保 洋
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・高頻度取引が株式市場に与える影響に関する実証分析
・日本銀行のETF買い入れ政策が日本経済に与える影響に関する実証分析
・経済政策不確実性が金融市場に与える影響に関する実証分析
＜辞書および総説（学外の新聞，雑誌，学内報における解説，レポート，エッセイ等）＞
・「HFT（超高速取引）」，『２０２０年版 金融時事用語集』，金融ジャーナル，２０１９年１２月
＜科研費（採択のみ）＞
・「日銀による高リスク資産買い入れ政策：資本市場と企業活動への影響に関する実証分析」（共同），２０１７
年度～２０１９年度
・「コーポレートガバナンスと経験：新しいデータ構築と実証的解明への挑戦」（共同），２０１９年度～２０２３
年度
＜学会発表＞
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・「企業情報が市場流動性に与える効果に関する実証分析」（共同），証券経済学会，２０１９年１１月１０日，東
北学院大学
［学外活動］

＜学術雑誌の編集員としての活動＞
・『証券経済研究年報』，編集委員，２０１９年度
＜学会などにおける委員としての活動＞
・生活経済学会，理事，２０１９年度
・証券経済学会，幹事，２０１９年度
＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・福岡財務支局，アドバイザー，２０１９年度

山岡 時生
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・EPAにおける原産地手続きの多様化と問題
・貿易円滑化に係るWTOとWCOの jurisdiction問題
・貿易円滑化分野のEPAにおける進展
（長期的テーマ：WTOと他国際機関とのoverjurisdictionについて）

山口 純哉
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・東日本大震災の被災地における中小企業集積と地域経済の復興
・地域企業の社会性と地域経済
［学外活動］

＜国，県，市町村，商工会議所，その他各機関での委員会および審議会の委員＞
・雲仙市中小企業振興会議，会長。
・大村市新幹線駅名等検討委員会，委員長。
・大村市市民協働アドバイザー。
・大村市中小企業振興会議，会長。
・西海市まち・ひと・しごと創生懇話会，座長。
・島原市市勢振興計画審議会，会長。
・島原市行政評価委員会，委員長。
・長崎県行政サービスのあり方研究会，座長。
・長崎県次期総合計画懇話会，委員。
・長崎県２０４０年研究会，委員。
・長崎市市民力推進委員会，委員長。
・長崎市中心市街地活性化協議会，委員。
・長崎市提案型協働事業審査委員会，委員長。
・長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会，会長。
・長崎市連携中枢都市圏ビジョン会議，座長。
・長崎都心地域都市再生緊急整備地域準備協議会，委員。
・宮崎市民活動センター評価委員会，委員長。
＜報告書（国，県，市町村，企業等からの依頼による）＞
・『さいかいほっと券加盟店・利用者 アンケート結果報告書』（単）西海市商工会，２０２０年２月。
・『消費者購買実態調査報告書』（単）西海市商工会，２０２０年２月。
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・『消費喚起効果測定結果報告書』（単）西海市商工会，２０２０年２月。
・『長崎市商店街持続化推進事業報告書』（単）長崎市，２０２０年３月。
＜講演会（社会的要請に基づく）＞
・「地域経済の向かうべき方向性」公益財団法人日本青年会議所九州地区長崎ブロック協議会『長崎コン
ファレンス２０１９ in 諫早』２０１９年６月１日，諫早文化会館。
・「地域企業とSDGs」たちばなビジネスクラブ未来『７月例会』２０１９年７月１１日，諫早文化会館。
・「市民と行政が実り多き協働を進めるために」佐世保市『市民協働に関する職員研修』２０１９年８月２７日，
佐世保市民活動交流プラザ。
・「地域企業とSDGs」長崎県中小企業家同友会『SDGsセミナー』２０１９年１１月８日，松藤プラザ「えき
まえ」いきいきひろば。
・「NPO等と協働する意義，方法と勘所」長崎県『県職員に対する協働研修会』２０１９年１２月９日，２月
２１日，長崎県庁。
・「あなたの気づきが地域を変える！ソーシャルビジネスのススメ九州ソーシャルビジネスサポートネッ
トワーク『九州ソーシャルビジネスサポートネットワークフォーラム in 別府』２０１９年１２月２日，別府
市中央公民館。
＜公開講座・市民講座＞
・『茶の間の経済学』「東日本大震災から８年を経た被災地の現状と課題」２０１９年５月１１日，長崎市北公
民館。
・『SGH講演会』「ともに良き世を創るために～課題研究の作法と長崎の課題」２０１９年５月２１日，長崎県
立東高等学校。
・『茶の間の経済学』「転換期の地方経済－長崎経済の行く末をどう見通すのか」２０１９年６月８日，長崎
市北公民館。
・『とっとり琴浦熱中小学校』「地域社会の未来を担う人づくり」２０１９年６月２２日，琴浦町生涯学習セン
ター。
・『茶の間の経済学』「地域経済とSDGs」２０１９年９月２８日，長崎市北公民館。
・『茶の間の経済学』「長崎地域の今と将来」２０１９年１０月２６日，長崎市北公民館。
＜その他＞
・Nスタ プラス長崎まるわかり経済コメンテーター（NBC・１回/月）
・公益財団法人日本青年会議所九州地区長崎ブロック協議会「２０１９年参議院選挙公開討論会」コーディネー
ター，２０１９年７月２日，シーハットおおむら。
・長崎県中小企業家同友会大村支部「中小企業振興条例パネルディスカッション」コーディネーター，２０１９
年７月１８日，長崎インターナショナルホテル。
・一般社社団法人SINKa「第１１回九州ソーシャルビジネスフォーラム」ファシリテーター，２０１９年８月
２５日，天神ビル。
・長崎市「Ｖ・ファーレン長崎を応援してまちを元気に！」モデレーター，２０１９年９月２３日，長崎大学。
・長崎県中小企業家同友会大村支部「官×民×創×論２０１９～大村市長とこれからの大村を語る～」２０１９年
１１月２１日，コーディネーター，長崎インターナショナルホテル。

吉沢 裕典
［学術・研究活動］

＜現在の研究テーマ＞
・情報の経済学


